
      

快・不快や好き嫌いの感情を表現することが
できるようになり、泣く・笑う・怒るといった
表現がはっきりしてきます。
また「自分でやりたい」という意思も少しず

つ出てきて、感情で伝えるようになります。

1～2歳児 ～ひとりでできることが増えていきます～

２

３

自分で考えて判断する脳(大脳)が育ち始めます

言葉を話しはじめます

４

自分の意志でオシッコをためる力を育てましょう
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言葉の発音

新鮮な外の空気、でこぼこ道、石ころ、
水たまり、空の雲、飛ぶ鳥、走る車、
犬、ねこ、虫、花…

ひざ下の筋肉が育つひとりで歩く

「自分でやりたい！」という意思が出てきます

トイレトレーニングの開始は、おしっこをためておけるようになり、排尿の間隔が2時間くらいあいてき

た時が目安です。詳しくは、24、25ページに紹介しています。

手や指先の細かい動きが、できるようになってきました。手づかみ食べからそろそろ自分で、スプーンや
フォークを使って口まで運ぶ練習を始めましょう。最初はうまくいきませんが、自分で食べる意欲を大切にし
つつ練習しましょう。
飲み物は、コップで飲む練習をしましょう。浅めのコップに少なめに入れて手で支えてあげましょう。

手先を使った遊びは、道具を使う練習にもなります。ぐるぐるお絵かき、なぐり書き、親指と人差し指でつ
まんだり、ひっぱったり。あそびに取り入れていきましょう。

「手づかみ食べ」から「道具を使った食事」へ

『目の前にあるのは○○』と

物に名前があることを

理解していきます。

子どもが興味を示した

ら「○○だね」と話し

かけましょう。

何かを伝えたい気持ちと、伝えた

い人の存在が言葉を育てます。

好きなことや楽しいこ

とを、たくさん体験さ

せてあげましょう。

二本足で歩く・言葉を使う・道具を使うことは人間にしかで

きません。1歳頃からできるようになってきます。

「はいはい」→「つかまり立ち」→「つたい歩き」→「ひとり歩き」

と順番に体の動かし方や使い方を体験しながら、
脳で学習していきます
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